


ことを用いて示される。CP 1 ×CP 2の場合は、Lからのラグランジュはめ込

みのホモトピー類は（連続写像のホモトピー類と同じ）π3(CP 1)の自由度をも

つことを用いる。

論文提出者 吉安 徹 は、この証明で、Eliashberg-Murphyのラグランジュ自

己交叉の解消理論が６次元コンパクトシンプレクティク多様体でも有効である

こと、すなわち、次の結果を証明して用いている。

定理。Xを 6次元コンパクトシンプレクティク多様体、3次元閉多様体Lから

のラグランジュはめ込みはハミルトン正則ホモトピーにより、代数的交叉数が

1 ∈ Z/2Zならば幾何的自己交叉数 1の、代数的交叉数が 0 ∈ Z/2Zならば幾

何的自己交叉数 2のラグランジュはめ込みに変形できる。

このような自己交叉の解消のためには、作用が等しい自己交叉の対を作る必

要がある。Eliashberg-Murphyは、与えられた自己交叉を、作用が十分小さい

多数の自己交叉に置き換え、それらから対を作って解消している。作用を小さ

くしていく時の自己交叉の個数の増大度が問題となるが、論文提出者 吉安 徹

は、ここに自己交叉の個数の増大度をおさえる新しい構成法を用い、Ekholm-

Eliashberg-Murphy-Smithにおいては、8次元以上のコンパクトシンプレクティ

ク多様体に対して示されていた、ラグランジュはめ込みの自己交叉をハミルト

ン正則ホモトピーにより、幾何的交叉数が代数的交叉数の絶対値あるいはそれ

に２を加えた個数まで解消する手法が、6次元にも適用できることを示した。

これらの論文提出者吉安 徹 の結果は、難しいと考えられていた 6次元コン

パクトシンプレクティク多様体におけるラグランジュ自己交叉の解消が、実際

に可能であることを示し、それを具体的なラグランジュ埋め込みにホモトピッ

クとなる 3次元多様体からのラグランジュはめ込みの存在の証明に応用したも

ので、この分野のこれからの研究の基礎となる重要なものである。

よって論文提出者 吉安 徹 は、博士（数理科学）の学位を受けるにふさわし

い充分な資格があると認める。


